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【発表のポイント】 
• 生体内における RNA 修飾注 1の役割、および RNA 修飾と生活習慣病注 2の関

わりについて概説した。 
• 環境要因による RNA 修飾の制御、RNA 修飾と後天的ゲノム修飾注 3の関わ

りについて考察した。 
• RNA 修飾に着目した生活習慣病の研究によって、肥満や糖尿病に対する新

たな治療法や予防法の開発が期待される。 
 

【発表概要】 
 肥満や糖尿病などの生活習慣病の発症には、環境要因が深く関わっています。

これまでの生活習慣病の研究では、遺伝子や後天的ゲノム修飾（エピゲノム）に

着目した研究が中心に行われてきました。RNA 修飾は RNA の安定性、細胞内局

在、および翻訳の効率を調節することにより、遺伝子発現注 4 に大きな影響を与

えます（図）。近年、RNA 修飾と生活習慣病に関する研究が報告されていますが、

これらの研究を概説した総説はありませんでした。 
 東北大学大学院医学系研究科／東京大学先端科学技術研究センターの酒井寿

郎教授、東北大学加齢医学研究所の魏范研教授、東北大学医学系研究科の松村欣

宏准教授は、RNA 修飾（エピトランスクリプトミクス）と代謝性疾患の研究に

ついて概説した総説論文を発表しました。 
 本総説論文では、生体内における RNA 修飾の役割を説明し、RNA 修飾と生活

習慣病の最新の研究を概説しました。また環境要因がどのように RNA 修飾を制

御し、RNA 修飾がどのように後天的ゲノム修飾と関わり、疾患の発症や予防に

働くのかについて考察しました。 
本総説論文により今後の RNA 修飾に着目した生活習慣病の研究が加速し、肥

満や糖尿病に対する新たな治療法や予防法につながることが期待されます。 
 本研究成果は 2023 年 3 月 23 日に国際科学誌『Nature Metabolism』オンラ

イン版に掲載されました。 

RNA 修飾と生活習慣病に関する総説論文を発表 
- 新たな治療法や予防法の開発に期待 - 



 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 
肥満や 2 型糖尿病などの生活習慣病は、21 世紀の世界的な健康問題となって

います。2 型糖尿病の患者とその予備軍の数は、過去 30 年間で急速に増加し

ております。肥満や 2 型糖尿病は、遺伝的要因と環境要因が複雑に関わり、発

症につながります。環境要因として、食習慣、運動習慣、飲酒等の生活習慣が

あげられます。生活習慣病の効果的に予防するためには、遺伝的要因と環境要

因の両方を考慮した統合的なアプローチが必要です。環境要因は細胞内に伝わ

り、後天的ゲノム修飾（エピゲノム）を変化させます。DNA のメチル化やヒ

ストンタンパク質の化学修飾がエピゲノムにあたります。これまでの生活習慣

病の研究では、遺伝子やエピゲノムに着目した研究が中心に行われてきまし

た。しかし、生活習慣病の予防と治療の取り組みは、限られた成功しかおさめ

ていませんでした。 
 
今回の取り組み 
遺伝子が発現するには、DNA の遺伝情報がまず RNA に転写され、その後 RNA
がタンパク質に翻訳される必要があります。DNA から転写された RNA は、約

170種類もの多様な化学修飾を受けることが知られています。エピゲノムが

DNA から RNAへの転写の過程を調節するのに対し、RNA 修飾は RNA の安定

性、細胞内局在、翻訳の効率を制御することにより、遺伝子発現に大きな影響

を与えます。RNA 修飾の研究をエピトランスクリプトミクスと呼び、近年

RNA 修飾と生活習慣病に関する研究が報告されています。しかし、これらの研

究を概説した総説はありませんでした。東北大学大学院医学系研究科／東京大

学先端科学技術研究センターの酒井寿郎教授、東北大学加齢医学研究所の魏范

研教授、東北大学医学系研究科の松村欣宏准教授は、生体内における RNA 修

飾の役割を説明し、RNA 修飾と代謝性疾患の研究について概説した総説論文を

発表しました。さらに、環境要因がどのように RNA 修飾を制御するのか、

RNA 修飾とエピゲノムがどのように関わるのかについて考察しました。 
 
今後の展望 
本総説論文により、生活習慣病における RNA 修飾の重要性が広く伝わること

で、今後の RNA 修飾に着目した生活習慣病の研究が加速し、肥満や糖尿病に

対する新たな治療法や予防法につながることが期待されます。 
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【用語解説】 
注1． RNA 修飾：DNA から転写された RNA が受ける多様な化学修飾。RNA 修

飾の研究をエピトランスクリプトミクスと呼ぶ。現在までに約 170 種類
におよぶ RNA 修飾が見つかっている。RNA 修飾は、RNA の安定性、細

胞内局在、翻訳の効率を制御する。 
注2． 生活習慣病：食習慣、運動習慣、飲酒等の生活習慣（環境要因）が、その

発症・進行に関わる疾患。例えば、糖尿病、肥満、高脂血症、高血圧症。 
注3． 後天的ゲノム修飾:ゲノム DNA のメチル化、ヒストンタンパク質の多様

な化学修飾。エピゲノムとも呼ばれる。環境要因は細胞内に伝わり、後天

的ゲノム修飾を変化させ、遺伝子発現を調節する。後天的ゲノム修飾の異

常は、生活習慣病の発症と関わる。 
注4． 遺伝子発現：遺伝情報をもとに目的のタンパク質をつくるまでの過程を

意味する。細胞内で DNA は先ず RNA に転写され、RNA はタンパク質に

翻訳される。 
  



 

 

 
 
図．環境要因による RNA 修飾と後天的ゲノム修飾の制御。環境要因は後天的

ゲノム修飾だけでなく、RNA 修飾を変化させ、遺伝子発現を調節し、疾患の発

症と予防に寄与する。 
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